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20万分の1地質図幅の新刊
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這鼻淳該

.20万分の1r横須賀｣図幅は伊豆半島東部から相

模湾大島三浦半島東京湾房総半島の西南部を含

む範囲をカバｰしている･面積的には大部分が海域で

占められているが近年地震予知の面から南関東の

r観測強化地域｣に指定されている重要地域である.

実際1923年9月1目にはいわゆるr大正関東地震｣

が本図幅のほぼ中央の相模トラフ北部で発生した.

房総･三浦地域は古第三紀(漸新世)の嶺岡層群と保

田･葉山層群が半島中央部にほぼ東西に分布し基盤を

構成する･これらの土台を中心に南側と北側にむかっ

て東西性の帯状構造をもつ後期中新世の三浦層群鮮

新世一前期更新世の上総層群中期更新世の下総層群

そして後期更新世で風成のロｰム層および沖積層が順次

発達する.岩相は主に砂岩･泥岩の互層で三浦層群

は半深海堆積物だか上位ほど浅海堆積物となっている.

各地層中には多数の火砕質凝灰岩の薄層が挾まっており

これを鍵層として層準の対比カミ細かく検討され層厚

の変化や岩相の変化が解析されている.

基盤をなす葉山･嶺岡の地塊を境にして南部は東

西性の軸をもつ摺曲構造がよく発達する･一方北部は

ゆるやかに北側へ傾斜する単斜構造で本図幅のさらに

北方に発達するr関東構造盆地｣の中心に連続する.

これらの構造の境には現在も活動的底地震断層や活断

層が走っている｡

大正関東地震を起した相模トラフの活断層は陸上で

は酒勾川の谷に沿う国府津一松田断層に続きこれを境

に東西両側の地層は同時代でありながら岩相･構造カミ

金く異って著しい対照をなしている.すなわち基

盤をなす中新世の海底火山活動の産物である湯が島

層群･白浜層群から最上部をなす第四紀の陸上火山群

(南から天城･東伊豆･宇佐美･多賀･湯河原･箱根)まで圧

倒的に火山岩が多い･房総･三浦半島におけるよう狂

東西性の摺曲はみられず地層はブロック化している.

伊豆半島北部図幅西縁に近く1930年北伊豆地震の際

に活動した丹郡断層(左横ずれ)が南北に走りそれから

多数の北西一南東方向の断層群が派生してこれらは国

府津一松田断層と同じく右横ずれ成分をもっている･

東伊豆単成火山群と火山島大島との間には多数の海底

火山(図幅作成後東伊豆沖海底火山群と命名された)がある･

相模灘及び付近海底地質図(海洋地質図No.3)にある多

くの海底断層のうち相模トラフに沿う断層だけが本図

に表現されているがフィリピン海プレｰトとユｰラシ

アプレｰトを分けるこの断層カミここでは多数の月間切り

断層に切られた複雑な形態なのは興味深い･
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